















































































【使用機器】GE社製 Signa HDxt 1.5T ver.15










































2D TR2000・3000・4000・5000 TE70・100・130 TI150・
170・190
3D TR1500・2000・2500 TE70・100・130 TI150・170・
1902．同様に被写体も撮像する。
【結果】1．TRを長くすると、2D、3Dともに、脂肪の信号値は小
さくなり、水の信号値は大きくなった。希釈造影剤の信号値は、
TRを変化してもほぼ一定であった。2．TE一定のとき、2Dと3D
の信号値は、ほぼ近い値であった。3．ファントム、被写体撮像
においては、ある一定のTIのとき、脂肪の信号値が小さくなっ
た。
【考察】TR2000以上で、より脂肪を抑制できると考える。また、
コントラストは、TEの変化で決まり、2Dと3DのTEは、同じ設
定の仕方でよいことがわかる。ファントムと被写体の脂肪の成分
が違うため、TIの抑制ピークが異なるが、2D、3Dとも条件設定
の考え方は同じである。さらに、この結果が、日常業務でどの程
度影響されるか、検討していきたい。
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